
JP 2009-507992 A5 2009.11.5

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年11月5日(2009.11.5)

【公表番号】特表2009-507992(P2009-507992A)
【公表日】平成21年2月26日(2009.2.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-008
【出願番号】特願2008-531237(P2008-531237)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月14日(2009.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性ビヒクルと、
　染料着色剤と、
　少なくとも２個であり６個までのアミノ基を含有するモノマーまたはオリゴマー状の有
機アミン（「ポリアミン」）と、
　一価の金属塩と
を含み、
　前記染料着色剤、アミンおよび塩が、前記水性ビヒクル中で実質的に可溶であることを
特徴とする水性染料インク。
【請求項２】
　インクの総重量に基づいて、染料着色剤の量が約０．１重量％～約１０重量％であり、
ポリアミンの量が約０．０５重量％～約１．５重量％であることを特徴とする、請求項１
に記載のインク。
【請求項３】
　前記一価の金属塩が、リチウム、ナトリウム、カリウム、ルビジウム、セシウムおよび
これらの混合物からなる群から選択されることを特徴とする、請求項１に記載のインク。
【請求項４】
　一価の金属量が、重量基準で、インク１００万部あたり約１０００～約１５０００部の
Ｍ+1であることを特徴とする、請求項１に記載のインク。
【請求項５】
　前記ポリアミンが、１，３－ジアミノ－２－ヒドロキシプロパン、１，４－ジアミノブ
タン、テトラエチレンペンタンアミン、１，２－ジアミノエタンおよびこれらの組み合わ
せからなる群から選択されることを特徴とする、請求項１に記載のインク。
【請求項６】
　前記染料が、ＡＢ９、ＲＢ７２、ＤＢ３０７、ＡＲ２４９、ＡＲ５２、ＡＹ２３、ＡＹ
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１７、ＤＹ８６、ＤＹ１３２、ＤＹ１７３、ＲＹ１８１、ＡＯ３３、ＣＡＳ番号１８２０
６１－８９－８、ＣＡＳ番号１８７６７４－７０－０およびこれらの混合物からなる群か
ら選択されることを特徴とする、請求項１に記載のインク。
【請求項７】
　少なくとも第１のインクおよび第２のインクを含むインクジェットインクセットであっ
て、
　前記第１のインクが、水性ビヒクル中に分散されたアニオン的に安定化された顔料を含
む水性顔料インクであり、
　前記第２のインクが、請求項１から６のいずれか一項に記載の水性染料インクであるこ
とを特徴とするインクジェットインクセット。
【請求項８】
　前記顔料がカーボンブラック顔料であることを特徴とする、請求項７に記載のインクセ
ット。
【請求項９】
　少なくとも４つの異なって着色されたインクを含み、前記インクの少なくとも１つが前
記第１のインクであり、前記インクの少なくとも３つが、個々に、シアン、マゼンタおよ
びイエロー第１インクであることを特徴とする、請求項８に記載のインクセット。
【請求項１０】
　（ａ）デジタルデータ信号に応答性であるインクジェットプリンタを提供するステップ
と、
　（ｂ）前記プリンタに、印刷される基材を装填するステップと、
　（ｃ）前記プリンタに、請求項１から９のいずれか一項またはそのすべてに記載のイン
クジェットインクまたはインクジェットインクセットを装填するステップと、
　（ｄ）前記デジタルデータ信号に応答して、前記インクジェットインクインクジェット
インクセットを用いて前記基材上に印刷するステップと
を含むことを特徴とする基材上にインクジェット印刷する方法。
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